
 

 

 

≪坂下高校から元気を発信！！≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示品をぜひご覧ください！ 

今年度の深山樹祭（文化祭）は、保護者と生徒の家

族限定で開催されました。本来ならば地域の方々と

坂下高校の生徒が一緒に楽しめる深山樹祭を企画す

るはずでした。しかし、コロナの影響でできなかっ

たため、文化祭の展示作品をリメイクし、ショッピ

ングセンター・サラの入口のスペースに展示させて

いただきました。 

新しい生活様式にはまだまだ不安やストレスがあ

りますが、「坂下高校から元気を発信したい」、「坂下

の地域の皆さんと共に難局を乗り越えたい」という

願いを込めました。 

ご協力してくださった皆さんありがとうございま

した。今後も「地域と共に地域と育つ」坂下高校を目

指します。 

・初めてそばの種まきをして、とても大変な作業だと分か

りました。この種まきが毎年行われているということが、

すばらしい文化だと思いました。 

・地域の方やクラスの友達と協力して効率よくできたこと

が良かったです。 

・作業をする中で、丁寧にやることと、早くやることの両

立をする大変さと大切さを学びました。 

↑生徒達は以上のような感想を

述べ、今回の体験をきっかけに

「坂下の文化」に関心を持ったよ

うです。 

令和２年８月21日(金)に、１年生普通科14名が

「総合的な探究の時間」の一環として、実行委員の

皆さんや坂下の区長さん方と共にそばの種まき作

業に取り組みました。コロナ禍のため例年のような

活動ができない中で、貴重な体験をさせていただき

ました。 

「椛の湖 そばの種まき」 



 

 

 

 

  

今年度も還暦実行委員会〔昭和 35.36子
ね

丑
うし

年同級会（長

瀬昌彦委員長）〕から下記のとおり 16 の施設や団体に、ご

寄付をいただきました。ありがとうございました。 

 

1 坂下保育園              ５万円 
2 坂下小学校              ５万円 
3 坂下中学校              ５万円 
4 国保坂下診療所            ５万円 
5 坂下老人保健施設           ５万円 
6 坂下まちづくり協議会         ８万円 
7 中津川市消防団坂下分団        ５万円 
8 やさかイキイキ俱楽部         ５万円 
9 県立坂下高校             ３万円 
10 坂下花馬保存会            ２万円 
11 坂下歌舞伎保存会           ２万円 
12 坂下文化協会             ２万円 
13 青少年健全育成推進市民会議坂下支部  ２万円 
14 交通安全協会坂下支部         ２万円 
15 社会福祉協議会坂下支所        ２万円 
16 やさかふるさと花火大会実行委員会   ２万円 

           合 計         60万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月の記録的豪雨により県内でも飛騨地方を中心に、河

川の氾濫等による災害が発生しました。 

区長会連合会では、１日も早い復旧と市民の善意を届け

るため義援金を募り、坂下地区では 430,000 円が集まりま

した。 

たくさんのご協力ありがとうございました。 

集まった義援金の70％は県内の被災自治体へ、30％は日

本赤十字社へ配分します。 

 

 

 

 青少年健全育成推進市民会議坂下支部では、地域の小中

学校の皆さんに「地域のいいところ」をいっぱい見つけて、

カルタにしてもらいました。  

地区内の各施設に９月下

旬から 10 月末頃まで展示し

てありますので、子ども達の

素敵な作品をどうぞご覧く

ださい。 

 

※ 展示場所等の詳しい情

報は、決まり次第広報無

線等でお知らせします。 

 

 

 

 今年度の芸能祭・文化祭は、新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため中止します。 

 各サークルは対策をとりながら活動を開始しています。 

今月発行の文化協会だよりで各サークルを紹介していま

すので、ぜひご覧ください。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 坂下総合事務所 75-2111 

 
 

 
 

 

農振農用地からの除

外には、除外をしたい土

地がその土地でなけれ

ばならない明確な理由

と緊急性が必要です。 

事前に、農地のわかる

図面や地図、地番のわか

る書類(名寄帳)などを

お持ちになって、坂下総

合事務所へ相談にお越

しください。 

 

問 坂下総合事務所 75-2111 

 

 受付期間：10月 1日㈭〜30日㈮ 

 

 

「やさか じまんカルタ 2020」 

７月豪雨義援金ありがとうございました。 

 

坂下文化協会からのお知らせ 

還暦実行委員会 長瀬委員長からまちづくり協議会会長へ 

坂下総合事務所では、毎月、月末の午前９時30分から農

地相談を行っております。地域の農業委員をはじめ、総合

事務所の職員がご相談をお受けします。農地の管理等につ

いて、お悩みの方はぜひご参加ください。 

毎月の開催日は、さかしたタイムズ「主な行事」に掲載

してありますのでご確認ください。 

 

還暦の会の皆さんからのご寄付 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

ご寄付いただいたマスクは有効に活用させていただきます。 

ありがとうございました。 

 

 

 

坂下診療所では、９月から毎週木曜日、内科の午後診察（初診）を始めましたので、ご利用く

ださい。（受付時間 13:30～16:00） 

また、毎週水・木曜日には、新型コロナウイルス感染防止対策として、内科（慢性疾患）の電

話診察・投薬を行っています。（水・木 13:30～16:00 ※予約制） 

ご希望の方は、坂下診療所までご連絡ください。 TEL 75-3118 

 

 

18日 

 

毎月第３日曜日は「家庭の日」中津川市青少年健全育成推進市民会議 
 
・芸術に したしみ いっぱい運動  しよう 
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マスクのご寄付ありがとうございました 

① 坂下老人保健施設へのご寄付 

・寄付者  坂下病院を守る会（梶田邦子代表） 

・寄付品  手づくりマスク１００枚 

サージカルマスク８０枚 

・寄付日    令和２年８月24日(月) 

② 坂下総合事務所へのご寄付 

・寄付者  坂下の住民の方（匿名希望） 

・寄付品  ノーズフィッター付き快適マスク 

・寄付日    令和２年８月28日(金) 

国保坂下診療所からのお知らせ 【内科】木曜日午後診察始めました！ 

 

１８００年代初め頃には坂下でも御嶽講ができ行者・修験者の活動が始ま

ったのではないでしょうか。明和８年初冬(１７７１年)建立の伝説的行者役

小角(えんのおずぬ)座像が握観音堂脇にあります。また、坂下で最も古い霊神

像は高部＜神変(しんぺん)講社＞内にある信明(しんめい)行者像です。表に「阿

闍梨(あじゃり)信明行者」、裏に「文久二(１８６２)壬戌(みずのえいぬ)三月十

六日林橘政長」と記されます。そして「百年祭記念信明霊神」なる石碑が昭和

３６年(１９６１年)に建立されているので、阿闍梨信明行者は文久元年(１８

６１年)に入寂したことになります。阿闍梨は密教を学び修行を積んだ僧侶の

ことです。信明は聖護院で学び修行して阿闍梨の称号を得、さらに坂下で御嶽

山の行者として活動し人々を導いた優れた修験者であったのでしょう。 

 ところで、ここに名のでる｢林政長｣は、文久元年に御岳行者の導きで

八重梅天神を再興しています。林政長もまた神変講社に属し御嶽信仰に

力を入れていた人といえます。林喜代八、後の実利(じつかが)行者もこの

頃２０才で御嶽教に熱心に取り組んでいます。広辞苑などでは＜神変(し

んぺん)＞は人間業とは思えぬ不思議な力を持つ様を表すとあります。人

間業とは思えぬ不思議な力を身につける修行はたいへんな魅力があった

のでしょう。神変講社内には、他に霊神尊像が「貴徳院(きとくいん)」(明

治２２年建立、俗名吉村長太郎)、「覚龍院(かくりゅういん)」(大正１５年

建立)、「覚誠院(かくせいいん)峯安」(昭和５９年建立)の３体があります

が、信明行者亡き後を順に引き継いだ行者であったと思われます。霊神

碑は「実利霊神」など７体ほどで昭和３０年代半ば(１９６０年ごろ)に

建立されたものです。旧農協ガソリンスタンド後方にも「峰礎(ほうそ)霊

神」（明治３年建立、俗名加藤嘉吉）があります。これらの霊神碑から分

かることは、行者が地元から遠方出身者と広く大勢いたようです。彼ら

は御嶽登山４０～５０回と聖護院や大峰山修行者で、非常に多くの信者

を集めて講は盛んであったようです。神変講社境内はよく整えられてお

り、今も４月の祭が近所の人達により守られてきています。 



 

 

 
 
８月 29日(土)に、坂下高校文化祭「深山樹祭」を開催しまし

た。例年は２日間で行う「深山樹祭」を、今年度は新型コロナウ
イルス感染症拡大防止を考慮し、閉会式と片付けを除いて１日
だけにして実施しました。例年大好評であったＰＴＡバザーの
焼きそば等の調理品の販売は自粛し、日本全国の名物みやげの
お菓子を取り寄せ販売しました。４クラスが演示・演劇、５クラ
スが展示、７つの文化系部活動等の発表がありました。演示・演
劇のステージは、各ＨＲ教室からオンラインを通して鑑賞しま
した。どのクラスも、深山樹祭大賞を目指し、一致団結して取り
組んできました。来場許可を保
護者とその家族のみとしました
が、多くの方にお越しいただき、
また、ＰＴＡバザーにもご協力
いただきました。本当に、あり
とうございました。 

 
 

８月 29 日(土)に、

今年度第１回目の坂

下小中合同資源回収

を行いました。 

今回は、２年Ｂ組の

生徒たちが、坂下総合

事務所の集荷場所で、

新聞・雑誌・段ボール

等の整理や運搬を行ってくれました。 

誰かに任せることなく、常に率先して手を伸ばし自

ら働く姿は、坂下中学校の中核としての自覚と意欲が

感じられる頼もしいものでした。 

 
 
 

 
 

４年生が総合的な学習の時間に川上川について学習をしてい

ます。８月27日(木)に、小幡隆德先生から川上川の歴史や砂防

えん堤について教えていただきました。また、９月４日(金)に

は水生生物調査指導員や恵那漁協

坂下支部の方たちに指導していた

だき、かわげらウォッチングを行っ

て、川上川の水質について調査しま

した。かわげらウォッチングに先立

ち、恵那漁協さんの協力でイワナの

放流も行いました。 

 
 
 

 

９月２日(水)に、幼児組各クラスで、はみがき教室

を行いました。人形を使ったお話や紙芝居で、歯ブラ

シの持ち方や姿勢につい

て教えてもらいました。

今年は新型コロナウイル

ス感染防止のため、マス

クをつけたまま磨き方を

練習しました。虫歯を予

防し、健康な歯でいられ

るといいですね。 

   
 

ごみの収集日 

燃 え る ご み 毎週 月・木曜日 

燃えないごみ 10 月 07 日(水) 

資源・硬質ごみ 10 月 14 日(水) 

大 型 ご み 10 月 16 日(金) 

有 害 ご み 10 月 28 日(水) 
 

日 曜日 行事名 時 間 場 所 

3 土 保育園運動会 9:00～ 坂下保育園 

7 水 いきいき元気教室 13:30～15:00 坂下公民館３階大会議室 

10 土 やさかふるさと花火大会 19:00～19:30 打上げ：きりら坂下の木曽川対岸 

14 水 ＢＣＧ予防接種 13:30～14:00 あおぞら 

17 土 曽我五郎十郎翁顕彰祭 11:30～ 坂下神社 

21 水 行政･人権相談 13:30～15:00 坂下総合事務所第２庁舎 

26 月 定例区長会 13:30～ 坂下総合事務所 ４階 

28 水 ３か月児健診 13:00～ あおぞら 

29 木 やさか地区農業委員会・農地相談 09:30～ 坂下総合事務所 

人口と世帯数 

（令和２年９月１日現在） 

人口 
４，３５２人(前月比 10 人減) 

男 ２，１０２人 、女 ２，２５０人 

世帯数 １，６７１世帯(前月比 ３世帯減) 

 

 
慶弔のお知らせ 
８月11日から９月10日の 
坂下総合事務所への届出分 

 

《１０月の主な行事》

 
〇ご誕生        （敬称略） 

  (性別)   (保護者名)  

安江
やすえ

 藍
あい

菜
な
 女 直樹

なおき

 上 外 
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  漸
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 (83 歳) 大  門 
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と う の
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え

 (82 歳) 旭  町 
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し

 き (85 歳) 大  門 

 


